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プロジェクトメンバーと協働しての
中期経営計画策定支援 島根県出雲市

1959

71

年

名

水 道 施 設 工 事、 給 排 水 衛 生 設 備 工 事、
空 調 設 備 工 事 の 設 計・ 施 工、 保 守 メ ン
テナンス

今回はネット社会ならではの香川県高松市からの稀
有で不思議なご縁 ( 副業マッチング ) でした。目指
したのは「動く計画」。美辞麗句の計画書でなく組織
が機能する内容と仕組み作りです。正直、困難を覚
悟しておりましたが訪問初日からその懸念は一変し
ました。何より検討メンバー全員の熱い想いを肌で
感じ、長時間の会議でも全く疲れを覚えませんでし
た。もし、微力でも私がお役に立てたとしたらメン
バーお一人お一人のご熱意に引っ張られた賜物と感
謝しております。

今回の第三次中期経営計画では、策定過程において
全社員への意見収集・都度進捗状況の見える化を行
うことで、社員一人一人が主体的に考え、行動して
いくことができる計画となりました。当社には若手
社員も多く在籍しており、今回の経営計画を通じて、
自分の意見を積極的に言い合える環境作りにも繋が
りました。

今回、当社より選抜され、霜田氏も関わられるプ
ロジェクトへ事務局として参加させて頂きました。
本企画事務局には若手が多く、経営的視点、企画
立案業務についてのノウハウが少ない状態でのス
タートでしたが、霜田氏には、異業種での経験を
活かし、第三次中期経営計画策定まで多くのご支
援を頂きました。霜田氏より頂いたアドバイスか
ら、全社員へ都度報告・意見収集を行うことで、
地域のライフラインに直結する当社の原点を再認
識し、社員一人一人が自らの仕事に対しての誇り
を持って働き続けられる会社を目指していくこと
ができる納得のいく経営計画を策定することがで
きました。

㈱近畿保証サービス　経営者、㈱セシール　
経営企画・マーケティング

主な経歴：

事業統括本部

役職名： ---

霜田 豊成 氏

年　齢： 67 歳
家族構成：---
出身地： 還流ルート：東京都 転居なし
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議

地方建設業者である当社では社内プロジェクトを立ち上げ、現在まで第一次、第二次と中期経営計画を策定し年
次計画と連動させながら経営方針の浸透、目標の進捗管理を行ってきました。進捗管理を進め次期中期経営計画
の方針、方向性を検討する中、社内には技術系に特化した社員が多く経営的視点や企画業務についての社内ノウ
ハウが少ないと感じるようになっていました。そうした中で、しまね産業振興財団のプロフェッショナル人材戦
略拠点の方から「副業・兼業人材を活用しませんか」とアドバイスをいただき、外部のプロ人材による外部視点
を取り入れた現状分析、次期の方針検討をしていこうと考えるようになりました。

中期経営計画の策定プロセス、進捗管理のブラッシュアップ

現状の経営計画策定プロセスと進捗管理方法を外部視点、異業種視点で確認してもらうことで新たな気づき
を得たいと思い募集を行ないました。当社の企業規模や事業の特性を理解してくれるようコミュニケーショ
ン能力が高く、併せて出来るだけ様々な異業種の経歴があり建設業界に興味のある人材を募集し選考をさせ
てもらいました。多くの応募の方々と Web 面談を行い個別の支援提案をヒアリングする中で、異業種、外
部視点を経営課題解決に活用していく有効性を再確認することが出来ました。

現状の客観的な把握、分析と中期経営計画の策定支援

契約後、当社の現状、経営的な方向性の確認等の事前準備をしっかりと行なっていただきました。計画策定を
していく上で一方通行で作業が進まないよう、ボトムアップで計画策定が進むためのプロセス管理を事務局と
協働して行なっていただきました。大目標を設定した上で中目標から細目の目標まで関連を持たせつつ各部門、
各階層の社員にも納得性が高い経営計画を構築することが出来ました。事務局担当の社員と共に、策定の進捗
状況を社内に常にオープンに出来るシステム、進捗管理のための新たな管理シート、進捗管理会議の進め方の
改善点まで幅広くアドバイスをいただき、課題としていた経営計画の策定プロセス、進捗管理のブラッシュアッ
プを確実に進めることが出来ました。

豊富な実務経験を活かした策定支援と将来の幹部候補社員の成長

青戸 友香 氏

イマックス株式会社62 島根県


